
■プロフィール■ 
 

人事総務出身者が多数を占める社労士業界において異色の経歴を持つ。

元警察の刑事部出身の社会保険労務士。 交番・交通課勤務を経て、 

本部刑事部捜査第二課・所轄刑事課知能犯係において、詐欺・横領・ 

贈収賄事件等の知能犯捜査に従事。その後、法律事務所・社労士事務所

に転職後、 2022年に独立開業。中小企業の人事労務と危機管理を支援。

全国各地で講演講師としても活動中。 
 

 

 

東和新生会主催セミナー 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本件に関するお問い合わせは、東和新生会事務局までお願いします。（TEL ０９０-１５４０-０８２３） 

※お申込みの方には、申込期日後にメールにて受講案内をお送り致しますので、ご確認をお願い致します。 

社会保険労務士｜元警察の刑事 

ガーディアン社会保険労務士事務所代表 

東和新生会各種事業に対しご支援ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

近年、企業経営において「コンプライアンス」の重要性はますます高まっています。ハラスメント、不適切な労務管理、

情報漏えい、横領・不正行為、不適切発言など、企業を取り巻くリスクは多岐にわたります。さらに、SNS の普及によ

って内部の問題が瞬時に外部へ広がる時代となり、これまで社内だけで処理されていた問題が、企業の信用を大きく揺

るがす事態へ発展するケースも少なくありません。本研修では、元警察の刑事として詐欺・横領・贈収賄事件等の捜査

に携わり、現在は社会保険労務士として中小企業の人事労務・危機管理を支援する講師が、実際に企業で起こり得る事

例を交えながら、コンプライアンス違反の原因、予防策、問題発生時の対応について解説します。人事労務上のコンプ

ライアンスについても取り上げ、経営者・管理職・人事担当者が押さえておきたい最新の法改正や企業実務のポイント

についてもお伝えします。この機会に多数の皆様のご参加をいただきますようご案内申し上げます。 

 

 

【セミナー内容】 
 

1. 経営に潜む潜在的リスク４つ 

2. 身近に起こるコンプライアンス違反事例 

3. コンプライアンス違反が起こる原因 

4. 予防と発生時の対応 

労務問題・情報漏えい・金銭不正 

 【ケーススタディ・ワーク】あり 

   人事労務に関するコンプライアンス違反 

5. 法令・マニュアルを遵守しても 

なぜ炎上するのか 

 

＊人事労務上のコンプライアンスについても取り

上げ、経営者・管理職・人事担当者が押さえてお

きたい最新の法改正や企業実務のポイントについ

てもお伝えします。 

【日時・会場】①高崎会場    ２０２６年１１月２０日（金）      

ビエント高崎  301 会議室   高崎市問屋町 2-7-7 

         ②さいたま会場  ２０２６年１２月１日（火）   

大宮ｿﾆｯｸｼﾃｨﾋﾞﾙ 601 号室  さいたま市大宮区桜木町 1-7-5 
 

【開催時間】 両会場ともに １３時３０分～１６時３０分 (受付開始：午後１３時１０分より) 
 

【募集人数】 両会場ともに３０名 
 

【会    費】 会員企業 無料   非会員企業１名 ３，０００円  

                （当日受付にてお預かりいたします。 ） 

◆申 込 方 法 ◆ 二次元バーコードまたは東和新生会 HP よりお申し込みください。 

◆申 込 締 切 ◆ 高崎会場：2026 年 11 月 17日(火)  さいたま会場：2026 年 11 月 25 日(水)  

お申し込みはコチラ↓ 


